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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 3/4（水）14：00～16：00までウェルサンピア八戸にて講演会「障害者と高齢者の福祉のあり方について～デンマークの社会福祉から学ぶ～」あり。3/2(月)希望書提出期限のため、本日中に佐藤AOMへ参加希望書を提出すること。
· 3/2（月）平成21年委員会ヒアリング実施。当日11：00より山田（沙）が参加。
＜外来患者様情報＞

· 田名部　一樹様～「通所を卒業して就労したいけどやる気が起きない」と話されている。就労に向

けてのステップアップとしてデイケアを使う事、デイケアスタッフにも相談すること説明している。3/6採血予定。

· 久保　興介　様～「出掛けに吐気がする」と話されている。

· 関口　　禅　様～朝、トイレの関係で遅れて連絡を入れたと報告している。

· 荒木地　和弥様～調子はまあまあ良いとのこと。本日は車で来たと話されている。

· 村田　昭一　様～特に変わりないとのこと。3/13採血予定。

· 沢田　三朗　様～食事も睡眠も良いと話されている。

· 横町　　浩　様～「最近疲れやすい。具合がよくなったら働きたいけどまだ無理」と話す。

· 島浦　美千男様～生活はマイペースに送っているとのこと。

· 関　　秀治　様～右手の親指にあかぎれと亀裂がある為、サリチル酸ワセリン処方。右の口角炎に

アフタゾロン軟膏処方。点眼薬も継続処方している。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵　様～昨日、退所の件に関して姉様（次女）に電話をしたとのこと。事前にアパートの

下見に同伴して欲しいと話したところ、「お父さんも見ているのに、私の面倒まで見れないって。顔も見たくないと言われた」と話されている。姉様が保護者兼保証人である為、姉様の協力が無いとアパートを借りることが出来ないことが心配だと本人不安を話されている。保証人に関しては青山荘スタッフともよく相談すること説明。また、スタッフからの支援を受けながらでも、家族の負担にならないように生活出来るようになることが必要なのではないかと説明。その後、「すぐにお姉さんに電話をしたい」「頭が痛い」と訴え、帰荘希望している。まずは、落ち着いてスタッフに相談する事、デイケアの時間帯はなるべくデイケアで過ごすように説明している。

· 川口　尚良　様～来所時より不機嫌さみられており、スタッフに対して横柄な態度を取ることある。

何か相談したいことがあるのか問うと「（口を）チャック。言えない」と返答し、話そうとする様子はない。メンバーに対しての不機嫌さはみられず、表情良く交流を持っている。本人が訴えある時は、傾聴し、相談しやすい環境を作っていく。

· 宮　　陽子　様～本人より電話連絡あり、「引越しの片付けがあって忙しいから休みます」と話さ

れている。青山荘退所時の約束として、欠席の日は一度必ず来所することとな

っている為、来所するよう説明するが「忙しいので」と話す。その後、同様の

連絡が本人から青明舎にあり。欠席の際は、上記のことを本人にその都度説明

を行っていき、自宅に閉じこもることのないよう働きかけていく。

· 鈴木　恵美子様～本人より電話連絡あり、収縮期血圧が216mmHgあり、眩暈がするため欠席したい　　

とのこと。自宅に家族はいるのかと問うと「今は居ないけど、居る」と曖昧に話されている。本日は無理せず休むこと、体調が悪くなったら病院受診するように説明している。

· 駒目　　翔　様～本日でデイケア退所となっている。自動車免許を取り、父様同乗で運転の練習を

したが、何度も通行人を轢きそうになったり、アクセルとブレーキを間違えた

りしたとのこと。週末には1人で運転すると話されているため、慣れるまでは

父様に同乗してもらい練習するよう説明している。

· 長瀬　紘一郎様～介護保険が要支援2と認定されたことについて話している。介護認定が増え、ホ

ームヘルパーの使用頻度を増やすのであれば、デイナイトケア利用日が減り、生活リズムが乱れやすくなること説明。本人、「介護保険使っていて悪くなるなら、もう使わない」と話されている為、介護保険は必要な制度であることを説明している。異なる解釈をしてしまう傾向にある為、その都度説明を行っていく。

· 中居　松男　様～昨日、ナイトケア利用者の前野義勝様と一緒に夕食を作ったことを報告されてい

る。前野様が野菜炒めなどのおかずを作り、それを手伝ったとのこと。「楽し+かった」と笑顔で話されている。食材費は割り勘にしたとのことだが、おかずの材料費が1000円で、ふたりで500円ずつ支払い、光熱費や米は中居様負担となっている。前野様は米を何杯もおかわりしていたとのことで、米代や光熱費も含めて代金を割り勘するように説明。前野様にもスタッフから説明していくこととしている。

＜SST報告・検討＞

◆デイケア

Aグループ：お題『なし』

· ウォーミングアップでじゃんけんを行い、席替えを行っている。リーダーの席に座った人がSSTのリーダーを行うこととする。メンバー（田名部一樹様）がリーダーとなっており、「嫌だよ」と話しながらもSSTを進行している。

· リーダーがお題の提供を求め、「スタッフが娘に癖を止めて欲しい」と意見がある。それに対して、「それくらい良いじゃない」「他にもこういう癖が嫌だ」と言った意見が積極的に挙がり、自然と拍手が起こっていた。

⇒お題やロールプレイは出来なかったが、メンバーをリーダーにするという新しい試みは新鮮で、雰囲気もよかった。進行方法の工夫として有効である。

⇒「困っていることはないですか」と促すと漠然としており、意見が出にくい為、「1週間どんなことがあったか」「それがうまくいかなかったのはどうしてか」と振り返ると意見が出やすいと思われる。

Bグループ：お題『バスに乗って、小銭を持ち合わせていなかった時』

· メンバー（細越定生様）からお題の提案があった。

· そのお題に対して、「運転手に事情を説明し、後で営業所に支払いに行く」「運転手か乗客に両替してもらう」「近くの店に停まって貰ってもらって、その間はバスに待ってもらう」「両替しないでお札のまま入れる」など、様々な意見が出ている。

· お題の設定でロールプレイを実施。良いと思った方法を自分で選んでロールプレイをして戴き、スムーズに実施出来ている。

· ロールプレイに対して、良かった点をそれぞれ振り返ることが出来ていた。

⇒メンバーからお題提供があり、積極的に意見が出てよかった。時間が少なく、ロールプレイは一部のメンバーしか出来なかったが、SSTの雰囲気はよかった。

⇒身近でよくあるお題であった為、想像しやすく、役に立つお題だった。

◆デイナイトケア

Bグループ：お題『他者の持ち物を間違って持ってきてしまった時』

· 昨日、稲垣ふき様が他者のコーヒーを間違って持っていってしまったことがあり、それについて振り返りも兼ねて、スタッフがお題を出している。

· その時、稲垣様は「謝った」と話しているが、実際は謝ってはいなかった。

· どのようにしたら良かったのか振り返ると、「ごめんなさいと言う」「代わりの物を買ってくるので許して下さいと言う」「その謝り方じゃ、自分は許せない」など、意見が出ている。

· ロールプレイは行うことが出来なかったが、稲垣様には実際に謝ってみるよう宿題を促している。直後、謝る相手を探しているが、探しているうちに謝ることを忘れてしまっている為、声かけ要している。

⇒実際にあったことについてのお題だった為、メンバーが親身になって考えることが出来ていた。

⇒宿題としているが、時間が経つと忘れてしまうメンバーが多い為、その都度声かけをし、きっかけを作る必要がある。

＜デイナイトケア事例検討＞

中村　与一郎様（33）　主病名：統合失調症　　

デイケア利用開始日：平成14年9月11日（6年5ヶ月）

治療計画：定期的に面談を行い、「現在出来ていること」の振り返りと「これからするべきこと」を考えることが出来るよう援助していく。

○現在の様子

· 生活リズムに大きな乱れはないが、就床直前にポテトチップス（小1袋）を食べて寝るのが日課であるとのこと。血液検査でもコレステロールが高値（200mg/dl）。

· 自分が思っていることは表現できている。青風荘スタッフからの情報では、外出時に俯いてしゃがみこむなど、人が大勢いる場所は慣れない様子。

· 余暇は友人と交流を持ち、趣味のゲームをするなど活用出来ている。

· 金銭面のやりくりは問題なく、欲しいものがある時は何かを我慢するなどして計画的に行っている。

· 本人は就労を希望しているが、具体的な目標は定まっていない。以前、青山荘に入所していたが適応できず、青風荘へと移行している。

· 自分で筋トレをするなど、体力づくりは行っている。試験的に、一度デイケアのエアロビクスに参加したこともある。

○今後の対応

· 本人と話し合い具体的な目標を設定した上で、それに向けて少しずつ段階を踏んで達成していく。

· デイケアへのプログラム参加については、青風荘管理者とも相談し、可能であれば参加を進めていく。










